
政策・財政会議 議事概要 

 

日 時：令和２年２月３日（月） 

午前７時１５分から午前７時３０分まで 

場 所：行政庁舎４階 庁議室 

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 観光振興財源について 

○ 知 事：議題「観光振興財源」について，経済商工観光部から説明してください。 

○ 観 光 課 長：（配布資料に基づき説明。） 

○ 知 事：只今の説明に対して，意見及び質問はありますか。 

 

○ 水産林政部長：沿岸部（例えば牡鹿半島）では，最近ヨーロッパで流行している「アルベル

ゴ・ディフューゾ（分散型ホテル）」のような，滞在型の体験周遊型観光に

取り組んでいこうという動きも出ているが、今回のような財源を活用して、

新たに地域が核となって行う観光を展開していくことは可能か。 

  ○ 経済商工観光部長：資料３の２０ページに記載のとおり、事業イメージとして「体験型観光」

を挙げており、これは今後東北や宮城県の観光の主軸になっていくと考え

ていることから、こうした視点を取り入れた施策展開を行っていきたいと

考えている。 

  ○ 農 政 部 長：人口減少社会の中で、農村地域政策が非常に重要な施策と考えており、農

泊やグリーンツーリズムといった面で今回の財源を活用できればと思うが

どうか。 

  ○ 経済商工観光部長：今回実施してきた説明会の中では、これまでの観光施策は県が主導的に観

光施策を展開してきており、現場との意見交換が足らなかったのではない

かという厳しい意見も寄せられてきていたところである。資料３の２７ペ

ージに掲載のとおり、今後は「観光振興会議」のようなものを新たに設立

し、圏域毎の実情に即した観光施策を検討し、その中で一つの案として「農

泊」等がでてきた場合にはその中で検討していきたい。また、観光は経済

商工観光部のみならず、各部局横断的に検討をしていきたいと考えている。 

  ○ 教 育 長：パブリックコメントなどでいわゆる「教育旅行」について、今回の税を導

入することで影響があるのではないかという意見が多く寄せられていたと

思うが、その辺りについてはどのように整理をしているのか。 

  ○ 経済商工観光部長：「教育旅行」に限らず、学生はすべて免税、非課税扱いにすべきではないか

という意見を多くいただいていた。しかし、適用除外を入り口部分に設け



てしまうと税の構造上、複雑なものになってしまうことを懸念し、税は簡

素であるべきという考え方に基づき、免税措置は行わないことと判断をし

た。課税段階では一律にし、学校行事への支援策を出口の部分で対応を検

討していきたいと考えている。 

  ○ 総 務 部 長：資料３の２７ページに記載の「観光振興会議」は資料２－１に記載の観光

振興施策の３２億円の項目のうち，どの中に位置づけられるのか、現時点

で整理されているのであればお伺いをしたい。 

  ○ 観 光 課 長：現時点ではこの中で整理はしていない。 

  ○ 知   事：（資料２－２に記載のとおり）今回の条例案では、「１人１泊３，０００円

未満の宿泊に対しては、宿泊税を課さない」と免税点を整理しているが、

「１人１泊２０，０００円以上の場合は５００円を課す」という税率案が

最終的に採用されなかった経緯について追加で説明を願いたい。 

○ 経済商工観光部長：税は簡素化すべきという原則に基づくこと等、総合的に判断をして一律の

税率案として最終的に整理をしたところである。 

○ 遠藤副知事：様々な意見がでている中で、施策を展開したときに、その成果の見える化

をし、それを対外的に示せるように意識していただきたい。 

○ 経済商工観光部長：今回の議論の中でも、事業の検証や成果の見える化をしっかりとやってい

ただきたいという声も多く寄せられており、目的税であるという趣旨に基

づき税の出入りの部分をしっかりと管理しながら、見える化についても取

り組んでいきたい。 

          （質問・意見は以上） 

○ 知 事：それでは議題「観光振興財源」については，案のとおり決定します。 

○ 知 事：非常に厳しい意見も多く出ている中で、３１日の事業者向け説明会を経て

熟慮に熟慮を重ねた上で、本日このような意思決定をするところである。

交流人口や観光人口の拡大は富県戦略の推進にとって大きな柱であり、何

としても成功をさせなければならない部分である。消費税の増税やコロナ

ウイルスの拡大など、社会をとりまく課題が多くある中で、来年度のオリ

ンピックや再来年度のデスティネーションキャンペーンまでは良い流れを

維持できたとしても、それ以降は復興需要が終わる時期と重なるために、

落ち込みを非常に心配している。こうした冷え込みを最低限に抑えていく

こと、東北の中で宮城が観光の核となっていくために必要なものと考えて

いる。これは全ての部局にまたがることであり、県民等への痛みを伴うも

のではあるが連携して行っていきたい。２月議会で可決をされた場合には、

４月よりすぐに関係者による議論や検討を重ね、再来年度の事業に活かし

ていきたいと考えているのでよろしくお願いしたい。 

 

３ 閉 会 


